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株主との建設的な対話を促進するための方針 
 

 

【原則５－１．株主との建設的な対話に関する方針】 

上場会社は、株主からの対話（面談）の申し込みに対しては、会社の持続的な成長と中長

期的な企業価値の向上に資するよう、合理的な範囲で前向きに対応すべきである。取締役

会は、株主との建設的な対話を促進するための体制整備・取組みに関する方針を検討・承

認し、開示すべきである。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

≪株主との建設的な対話（エンゲージメント）を促進するための方針≫  

当社は、株主との建設的な対話が、会社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に 

資するよう、 

①株主からの対話（面談）の申し込みに対して、株主の希望と面談の主な関心事項も踏ま

えた上で、合理的な範囲で、社外取締役を含む取締役または経営幹部が臨むことを基本

とする。 

②IR 担当役員は、建設的な対話の実現のため、社内部門と協力して対応する。 

③中長期的な企業価値を判断するための情報開示に努め、株主との対話（エンゲージメン

ト）を通じて企業価値を高める。 

④IR 担当役員は、個別面談のほか、経営説明会や施設見学会などを開催し、IR 活動の充実

を図る。 

⑤IR 担当役員は、自社の考えていることを、対話を通じて株主に伝え、株主から頂いた意

見・要望について、経営幹部または取締役へフィードバックするとともに、社外役員に

もフィードバックを適時適切に行い、独立・客観的な視点からの課題認識を共有する。 

⑥IR 担当役員は、未公表の重要な内部情報（インサイダー情報）が外部へ漏洩することを

防止するため、「内部者取引に関する規則」に基づき、情報管理責任者と連携を図り情報

管理を徹底する。 

（コーポレートガバナンスガイドライン第 48 条 3 項） 

 


